
調
査
方
法

今
年
度
は
四
月
十
三
日
～
十

九
日
に
か
け
て
、
一回
生
語
学

ク
ラ
ス
(主
に
英
語
)
の
購
義

の
前
に
「ク
ラ
ス
入
り
」
す
る

形
で
行
な
っ
た
。

各
設
間
の
有
効
回
答
数
は
、

ω
七
三
〇
②
七
〇
九
③
七
一二

④
八
二
〇
⑤
六
五
三
。
全
新
入

生
の
約
二
〇
～
二
七
パ
ー
セ
ン

ト
。
回
答
の
う
ち
学
部
間
の
偏

り
は
み
ら
れ
な
い
。

印曜㈲

購鞭
覇'灘聾譲羅藁難彗
斗撒 卍騨蝿離欝鱒

難 麩響
義℃柵 暮二,螂 吊饗 、

、

昨
年
度
の
調
査
と
較
べ
て

日1月　年1994
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漿大郁寓

撫
灘

灘

諜
灘
..
、
欝
,

本
紙
で
は
毎
年
四
月
、
新
入

生
を
対
象
に
、
京
大
の
印
象
・

学
生
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
て
い

る
Q
「
こ
こ
数
年
夏
に
な
っ
て

も
吉
田
食
堂
は
混
雑
し
て
い

る
」
な
ど

「真
面
目
な
」
学
生
.

が
増
え
た
と
よ
く
言
わ
れ
る

が
、
ど
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
衰
わ

れ
る
か
。
一
方
、
学
生
生
活
に

お
い
て
も
「
マ
ン
シ
ョ
ン
志
向
」

が
叫
ば
れ
続
け
て
い
る
が
…
。

各
設
問
に
つ
き
六
五
〇
～
八

二
〇
の
回
答
を
得
た
。
そ
の
結

果
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

(編
集
部
)

30.2%
1.5

48.4
0.8
0.9

17.9
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大を選んた埋田

昨
年
度
の
調
査
も
今
年
と
同

じ
形
態

(「ク
ラ
ス
入
り
」
方

式
)
で
行
な
わ
れ
た
。
実
施
時

期
も
四
月
第
二
週
で
今
年
度
と

同
じ
。
設
問
1
は
昨
年
度
は
選
択
肢

に
「偶
然
・成
り
行
き
」
が
あ

り
、
「希
望
す
る
学
科
」
と
同

じ
二
二
%
の
高
率
を
占
め
た
。

今
年
は
「希
望
す
る
…
」
が
四

八
%
で
債
以
上
。

設
問
3
の
下
宿
の
形
態
で
は

「
マ
ン
シ
5
ン
」
が
四
一
・
二

%
で
今
年
は
約
n
ポ
イ
ン
ト
の

ビ

ア
ッ
プ
バ
五
二
・
一
%
)。

昨
年
度
は
サ
ー
ク
ル
に
関
す

る
調
査
も
行
な
っ
た
。
体
育
系

(
体
育
会
・
同
好
会
併
せ
て
)

が
五
九
%
と
半
数
を
超
え
て
い

た
。
も
う
一
つ
「十
年
後
何
を

し
て
い
ま
す
か
、
「研
究
者
」

と
篭
λ
た
の
が
九
%
、
だ
が
総

合
人
聞
学
部
で
は
二
二
%
と
多

か
った
。

鑛
懲
騨
翻
鱒
鐡繍
雛騨
灘

80

80

5D

一 40

20

團　
0 ST●JEPH

40

口 吻 四

⑳

覇ミ 1閉 國 ぐ 選択肢(ア)▲(ウ)の 各学 部別o
ST● 」 ∈PH

口 吻 四
1の 回答鴫 単位は%

鑓
聯
馨

灘

縢

(イ
)
二
万
ー
三
万
円

い
う
点
で
興
味
深
い
設
問
で
あ

る
。
や
は
り
一位
は
「小
単
生
以

前
」(三
三
%
)と
な
っ
た
が
、
「通

っ
て
い
な
い
」
も
二
四
%
を
占
め

た
。
ま
た
学
部
別
で
も
「通
っ
て

い
な
い
」
が
三
〇
%
を
嘩
え
て
一

位
と
な
っ
た
学
部
が
四
つ
(農
学

部
・理
学
部
・法
学
部
・総
合
人

間
学
部
)
あ
っ
た
。
こ
の
剛
合
を

高
い
と
見
る
か
低
い
と
見
る
か
は

意
目
餅
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
が
、
も
し
こ
の
設
間
を

「通
信

添
削
等
を
含
め
て
何
ら
か
の
形
で

受
験
藍
果
に
依
存
し
た
こ
と
が
あ

る
か
」
に
変
え
れ
ぽ
も
う
少
し
違

った
数
字
が
で
た
の
で
は
な
い
だ

ス5
か
。

1
.
あ
な
た
が
京
大
を
遇
ん
だ
理

由
を
教
え
て
下
さ
い
。

(
ア
)
希
望
す
る
学
科

・
専
攻
が

あ
っ
た
か
ら

(
イ
)
教
授
陣
に
惹
か
れ
た
か
ら

(ウ
)
学
風
が
合
い
そ
う
だ
っ
た

か
ら
(
エ
)
入
り
た
い
サ
ー
ク
ル
が
あ

っ
た
か
ら

(オ
)
そ
の
他

全
体
で
は
、
一
位
「学
風
」
(四

八
%
)
二
位

「学
科
・
専
攻
」
(
三

〇
%
)
で
、
そ
の
他

(
一
八
%
)

を
合
わ
せ
る
と
九
六
%
と
な
り
、

圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
。
こ
れ
は

あ
る
程
度
予
測
さ
れ
た
結
果
で
、

例
年
と
比
較
し
て
も
さ
ほ
ど
特
徴

は
な
い
の
だ
が
、
今
回
行
った
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
は
最
も
学
部
間

の
隔
差
が
頭
著
に
表
れ
た
設
問
と

な
った

(表
寮
-
参
照
)。

2
.
大
学
で
あ
な
た
が
一
番
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か(ア
)
学
問
に
打
ち
込
む

(イ
)
サ
ー
ク
ル
活
動
に
没
頭
す

る

1

(ウ
)
人
間
関
係
を
ー
か
に
す
る

(
エ
)
バ
イ
ト
に
専
念
す
る

(オ
)
ひ
た
す
ら
怠
惰
に
暮
ら
す

(力
)
そ
の
他

1
の
設
間
に
比
べ
る
と
や
や
ぱ

ら
つ
き
が
で
た
が
、
や
は
り

「
人

間
関
係
」
(三
八
%
)
「
学
間
」
(
二

八
%
)
「そ
の
他
」
(
一
四
%
)
が

全
体
の
八
割
を
占
め
る
。
し
か
し
、

1
の

「
学
風
」
に
せ
よ
2
の

「
人

間
関
係
」
に
せ
よ
、
か
な
り
抽
象

的
な
言
葉
で
あ
る
。
新
入
生
が
ど

の
よ
う
な
意
識
で
こ
の
言
葉
を
と

ら
え
て
い
る
の
か
少
し
気
に
な
る

結
果
と
な
った
。
「豊
か
な
人
間

関
係
を
身
に
つ
け
る
場
と
し
て
大

学
は
適
切
な
所
で
し
ょ
う
か
」
と

問
い
返
す
の
は
少
し
意
地
悪
で
あ

る
つ
か
。

ま
た
、
「ひ
た
す
ら
怠
情
」
(七

%
)
を
選
択
し
た
人
が
例
年
よ
り

少
な
く

(昨
年
一
一%
)
当
初
の

心
椴
λ
と
し
て
は
「優
秀
」
で
あ

28.2%

10.7
37.7
2.5

6.9
13.8
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る
。
た
だ
し
、
工
学
部

(
一
一
%
)

教
育
学
部

(
一
四
%
)
で
は
、
伝

統
的
な
京
大
生
像

(?
)
を
踏
襲

し
て
い
る
と
書
え
よ
う

(ち
な
み

に
理
学
部
、
法
学
部
は
共
に

一
%

未
満
)。

3
1
1
.
あ
な
た
は
下
宿
を
し
て

い
ま
す
か

(ア
)
は
い

(イ
)
い
い
え

3
-
2
.
下
宿
の
タ
イ
プ
を
教
え

て
下
さ
い

(ア
)
マ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ

2い ちばんや りたい事

(イ
V
ア
パ
ー
ト

(ウ
)
問
借
り

(
エ
)
寮

(オ
)
そ
の
他

3
-
3
.
家
賃
を
教
え
て
下
さ
い

(ア
)
五
万
円
以
上

(イ
)
四
万
-
五
万
円

(ウ
)
三
万
ー
四
万
円

(エ
)
二
万
-
三
万
円

(オ
)
二
万
1
一
万
円

〔力
)

一
万
円
未
満

3
4

.
仕
送
り
の
金
額
を
教
え

 て
下
さ
い

(ア
)
二
万
円
未
満

(ウ
)
三
万
ー
五
万
円

〔
エ
)
五
万
ー
七
万
円

(オ
)
七
万
1
一
〇
万
円

(力
)
一
〇
万
円
以
上

　

り

日鼠

蹴

470

242

712

 

ア
イ
ロ
Z

昨
年
こ
の
欄
に

「
学
年
が
進
む

に
つ
れ

『
マ
ン
シ
ョ
ン
指
向
』
が

強
く
な
る
」
と
書
い
た
の
だ
が
、

今
年
は

「
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
」

が
い
き
な
り
五
〇
%
を
越
え
た
。

ち
な
み
に

一九
九
一
年
秋
京
都
大

学
学
生
部
が
行
っ
た

「学
生
生
活

実
態
調
査
報
告

(
対
象
は
当
時
の

学
部
学
生
、
大
学
院
生
。
有
効
回

答
数
は
学
部
学
生
八
二
〇

・
大
学

院
生

一
四
一
五
)」
に
よ
る
と
、「
マ

ン
シ
ョ
ン
居
住
者
」
「
ア
パ
ー
ト

居
住
者
」
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
、

四
四
%
、
三
六
%
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
家
賃
で
は
例
年
五
万
円

台
の

「
マ
ン
シ
ョ
ン
派
」
と
二
万

円
台
の

「
ア
パ
ー
ト
派
」
に
二
極

分
化
す
る
の
だ
が
、
今
年
は
二

万
-
四
万
円
台
は
ほ
ぼ
均
等
に
分

布
し
て
い
る
。い
わ
ゆ
る
「ア
パ
ー

ト
の
家
賃
だ
け
マ
ン
シ
ョ
ン
化
現

象

(笑
〉」
が
起
こ
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
確
か
に
家
賃
が
そ
う

違
わ
な
い
の
な
ら
、
冷
暖
房
・
風

呂
完
備
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
魅
力
的

で
は
あ
る
が
、
敷
金

・
礼
金
・
共

益
費
等
を
考
え
る
と
や
は
り
ま
だ

割
高
感
が
拭
え
な
い
。
上
述
の
メ

リ
ッ
ト
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
友

人
が

一
人
い
れ
ば
事
足
り
る
わ
け

で
あ
る
。

合計

 

潮
岬
風
力
実
験
所
を
訪
ね
て

潮
岬
か
ら
山
手
に
一キ
ロ
。

夏
は
海
水
浴
客
で
賑
わ
う
観
光

地
の
す
ぐ
炉ぼ
に
京
大
防
災
研

究
所
附
属
潮
岬
風
力
実
験
所
は

位
置
す
る
。
御
存
知
の
通
り
和

歌
山
県
南
部
潮
岬
近
辺
は
台
風

の
毒

が
多
い
。
ま
た
、
常
時

潮
風
が
吹
き
つ
け
る
た
め
、
建

物
の
侵
食
も
激
し
い
。
こ
の
風

力
実
験
所
で
は
、
台
風
等
の
強

風
を
観
測
し
、
防
災
上
の
研
究

を
行
な
っ
て
い
る
。

敷
地
内
に
入
っ
て
ま
ず
目
に

付
く
の
は
、
壁
面
が
銀
色
に
彩

ら
れ
た
大
小
二
つ
の
立
方
体
状

の
観
測
塔
。
そ
し
て

そ
の
横

に
家
屋
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
等
が
散

在
す
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
正

確
に
東
西
南
北
を
向
き
、
壁
面

に
は
無
数
の
穴
が
開
い
て
い

る
。こ
の
穴
か
ら
風
を
採
取
し
、

壁
面
の
位
置
に
よ
る
風
力
の
違

い
を
観
測
し
て
い
る
と
い
う
。

技
官
の
方
に
話
を
伺
っ
た
。

ー

壁
面
に
等
間
隔
に
開
け
ら

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
穴
の
先
に
は

チ
ュ
ー
ブ
が
接
続
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
観
測
塔
内
に
あ

る
エ
タ
ノ
ー
ル
溶
液
の
入
っ
た

細
琶
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
水
位
上
昇
を
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。

ー

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
す
か
。

1
⊥
で
の
た
め
、
数
時
間
お
き

に
テ
ー
プ
を
交
換
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
台
風
の
時
な

ζ
笑

変
で
す
ね
。

さ
ら
に
、
穴
か
ら
入
っ
た
蜂

が
中
で
巣
を
作
り
、
チ
ュ
ー
ブ

を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
も
よ
く
あ

る
と
い
う
。
ま
た
、
常
時
デ
ー

タ
を
取
る
わ
け
で
は
な
く
、
観

↓
O

「
■O

矯09
晶

測
す
る
の
は
主
に
強
風
の
時
だ

け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「近

畿
地
方
に
台
風
上
陸
。
大
雨
・

洪
水
・強
風
警
報
発
令
ー
」
な

ど
と
い
う
時
、
普
通
の
人
な
ら

お
と
な
し
く
家
路
に
つ
く
と
こ

ろ
だ
が
、
実
験
所
の
方
々
は

デ
ー
タ
取
り
に
向
か
わ
れ
る
わ

け
で
あ
る
。

1
↓
ひあ
、
慣
れ
れ
ば
ζ
つ
と

い
う
こ
と
は
な
い
で
す
け
ど

ね
。前
出
の
技
官
の
方
は
あ
っ
さ

り
と
語
る
。

1

あ
あ
、
一
度
実
験
所
本
館

の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
か
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
て
ね
、
あ
の
時

は
さ
す
が
に
参
り
ま
し
た
ね
。

我
々
が
、当
地
を
訪
れ
た
時
、

あ
い
に
く
天
気
こ
そ
薄
曇
り
で

は
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
(?
)

風
は
穏
や
か
で
、
本
館
屋
上
か

ら
は
南
紀
の
海
岸
を
一望
9る

こ
と
が
で
き
た
。

1

毎
年
こ
の
時
期
の
主
な
仕

事
は
フ
ィ
ー
ル
ド
の
草
む
し
り

で
す
ね
。

よ
く
日
に
焼
け
た
技
官
の汚

の
笑
顔
に
送
ら
れ
て
我
々
は
串

本
を
後
に
し
た
。

▲
風
光
明
眉
な
所
に
建
っ実
験

所
本
館

はじまるなくなった頃人気
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3-2下 宿のタイブは?

 

4
.
あ
な
た
は
塾

(ま
た
は
予
備

校
)
に
い
つ
か
ら
通
い
始
め
ま
し

た
か(ア
)
通
っ
て
い
な
い

(イ
)
小
学
生
以
前

(2

中
学
生

(エ
)
高
校
生

(オ
)
浪
人

5
.
あ
な
た
は
京
大
東
南
ア
ジ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
の
矢
野
暢
元
教
授

「
セ
ク
ハ
ラ
疑
惑
」
に
つ
い
て
知

っ
て
い
ま
す
か
。
知
っ
て
い
る
方

は
何
か
ご
意
見
を
お
書
き
下
さ

い
。(ア
)
知
っ
て
い
る

(イ
)
知
ら
な
い

京
大
内
で
起
き
た
「疑
惑
」
だ

け
に
さ
す
が
に
関
心
が
高
い
よ
う

だ
。
ま
た
記
述
欄
だ
が
、
回
笛
時

間
が
短
か
っ
た
こ
と
、
回
答
欄
が

狭
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
意
見

と
い
う
よ
り
も
感
想
の
羅
列
と
い

っ
た
感
が
強
い
。
新
聞
報
道
等
で

事
件
の
概
略
は
知
っ
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
以
上
の
話
は
知
ら
な
い

人
が
多
い
印
象
を
受
け
た
。

3-3家 賃は?

 

学
校
内
で
の
業
者
テ
ス
ト
の
廃

止
等
「脱
偏
蓮
値
化
」
が
進
め
ら

れ
て
い
る
現
在
、
「現
実
」
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
ど
の
程
度
な
の
か
と

197

271

177

78

97

24.0%

33.0

21.5

9.5

11.8
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6
.
あ
な
た
の

「
人
に
言
え
な
い

趣
味
」
を
京
大
新
聞
だ
け
に
そ
っ

と
教
え
て
下
さ
い
。

実
は
こ
の
企
画
、
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
の
作
成

・
配
布

・
回
収
・
集

計
・
分
析
と
多
大
な
人
手
と
時
間

を
要
し
て
い
る
。
そ
ん
な
労
力
に

対
す
る
さ
さ
や
か
な
報
酬
。
誰
も

「
人
に
首
え
な
い
趣
味
」
を
本
気

で
聞
き
出
そ
う
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
有
効
回
答
数
七
三
〇
。
そ
の

中
で
何
枚

「
笑
え
る
」
回
答
に
出

含計820

会
え
る
か
。
そ
れ
だ
け
が
目
的
の

「遊
び
設
問
」
で
あ
る
。

「
唄
い
な
が
ら
自
転
車
に
乗
る
」

「
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
す
る
の
が
好

き
」
「
ア
フ
リ
カ
象
の
劇
教
」
「
ま

り
も
」
「か
び
」。
こ
の
程
度
か
。

66.9%

33.0
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愉
快
な
の
は
、
「
こ
ん
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
破
り
檜
て
る
こ
と
」。

最
終
的
に
集
計
者
の
手
元
に
渡

り
、
し
っ
か
り
と
活
字
に
さ
れ
て

い
る
セ
ン
ス
が
す
ば
ら
し
い
。
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し
、

ど

}

ビ
デ
オ
ア
ク
テ
ィ
ヴ

イ
ズ

ム

鈍
い
成
長
の
理
由

八
九
年
の
ヒ
デ
オ
ブ
ー
ム
の
後

に
、
ビ
デ
オ
制
作
者
の
本
当
の
数

が
は
っ
き
り
し
た
。
そ
れ
は
わ
ず

か
四
、
五
人
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

と
し
て
わ
ず
か
に
ビ
デ
オ

パ

ワ
ー

一
つ
だ
け
と
な
っ
た
。
我
々

を
取
り
巻
く
状
況
は
も
ち
ろ
ん
よ

く
な
い
が
、
上
映
と
地
元
N
G
O

へ
の
ヒ
デ
オ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

は
わ
ず
か
な
が
ら
好
転
の
兆
し
を

見
せ
て
い
る
。
わ
ず
か
だ
が
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
は
制
作
を
我
々

に
依
頼
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
メ

ン
バ
ー
の

一
人
は
フ
ル

タ
イ
ム

で
そ
の
内
の

一
つ
で
働
い
て
い

る
。
ま
た
あ
る
者
は
、
撮
影
と
編

集
を
助
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
将
来
独
自
に
ビ
デ
オ
制

作
を
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ

る
。ヒ
デ
オ

パ
ワ
ー
は
こ
の
三
年

間
に
メ
ン
バ
ー
が
十
九
人
か
ら
三

人
に
減
少
し
た
。
香
港
芸
術
中
心

(ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
)
で
フ
ィ
ル

ム
番
組
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
な
が

ら
、
私
は
ヒ
デ
オ
制
作
を
勧
め
て

き
た
。
私
以
外
の
二
人
は
地
方
の

N
G
O
の
た
め
の
ビ
デ
オ
作
り
に

協
力
し
て
い
る
。
か
れ
ら
に
は
ヒ

デ
オ
テ
ー
プ
の
代
金
、
交
通
費
、

食
事
代
が
支
払
わ
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
過
去
三
年
間
に
ビ

デ
オ
活
動
に
は
そ
れ
な
り
の
成
艮

が
あ
っ
た
が
、
満
足
度
か
ら
い
え

～

一ζ
一
～

邑一一■甲
～

一一

～

噌一一一

～

一響一一一
♪

前
号
に
引
き
続
き
、
チ
ョ
イ

カ
ム

チ
ェ
ノ
さ
ん
の

「
香
港
で
の
ビ
デ
オ

ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
の
後
偏
。

一
般
市
民
が
、
自
分
遼
の
主
張
を
人
々
に
伝
兀
よ
う
と
す

る
と
き
、
概
存
の
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
も
の
は
大
し
て
役
に

た
た
な
い
と
い
う
の
は
今
や
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

な
り
、
ど
う
し
た
り
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
に
対
す

る
答
え
は
今
な
お
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
問
い
に

対
す
る
一
つ
の
解
答
と
し
て
ビ
テ
オ

ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ

ム
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
市
民
メ
テ
ィ
ア
と
い
う
も
の
を

考
え
る
に
、
ビ
デ
オ

ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ム
に
は
十
分
そ

の
可
能
性
か
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
(編
集
部
)

一.,
～

.雁～順～㎜陶}㎝陶m解り～姻～{　肉㍉

ぱ
そ
れ
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
の

遅
々
と
し
た
成
長
の
理
由
と
し
て

は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。

①
人
々
は
は
で
や
か
な
メ
テ
ィ
ア

状
況
に
満
足
し
て
い
る

香
港
政
庁
は
企
業
の
目
由
放
任

主
義
を
後
押
し
し
、
経
済
へ
の
介

入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
多
く
の
企

業
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
投
資
を
行

な
い
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
繁
栄
を

享
受
し
て
い
る
。

一九
九
〇
年
に

は
香
港
で
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
テ

レ
ビ
が
一
台
あ
り
、
ま
た
二
十
%

以
上
の
世
帯
で
二
台
以
上
の
テ
レ

ヒ
を
所
有
し
て
い
る
。
(
香
港
中

文
大
学
新
聞
系
刊
行

「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
発
展
」
四

一

八
ペ
ー
ジ
)

政
府
新
聞
署

(G
I
S
)
資
料

に
よ
る
と
、
香
港
に
は
二
つ
の
民

放
テ
レ
ビ
局
、
す
な
わ
ち
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
社

(
T
V
B
)と
ア
ジ
ア
テ
レ
ビ
(
A

T
V
)
が
あ
り
、
毎
日
平
均
、
合

計
八
十
二
時
間
の
番
組
を
放
送

し
、
五
百
七
十
万
の
人
口
の
う
ち

約
五
百
五
十
万
人
に
届
い
て
い

る
。
ま
た
九
一
年
に
は
香
港
に
本

拠
地
を
置
く

「
ス
タ
ー
T
V
」
が

衛
星
を
使
っ
た
ア
ジ
ア
全
域
へ
の

放
送
を
開
始
し
た
。
今
日
で
は
二

十
四
時
間
放
送
を
五
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
使
っ
て
東
は
日
本
か
ら
西
は
ト

ル
コ
、
北
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
南
は

イ
ン
ト
ネ
シ
ア
を
カ
バ
ー
す
る
放

送
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
今
年

末
ま
で
に
二
十
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
痔

つ
有
料
の
放
送
局
が
開
局
す
る
予

定
だ
。
そ
の
他
に
政
府
の
テ
レ
ビ

局
で
あ
る
ラ
ジ
オ

テ
レ
ビ
香
港

(
R
T
H
K
)
局
が
あ
り
、
こ
れ

は
王
記
二
民
放
局
の
エ
ア
ー
タ
イ

ム
の

一
部
を
使
い
放
送
し
て
い

る
。ラ
ジ
オ
は
、
全
部
で
十
五
波
あ

り
、
そ
の
う
ち
七
波
は
R
T
H
K

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

残
り
の
う
ち
、
三
波
が

「
コ
マ
ー

シ
ャ
ル

ラ
ジ
オ
」
局

(C
R
),

三
波
が

「メ
ト
ロ

ブ
ロ
ー
ド
キ

ャ
ス
ト
」
局
、
二
波
が
英
国
軍
用

の
放
送

(
B
F
B
S
)
で
あ
る
。

こ
の
ほ
と
ん
ど
が
二
+
四
時
間
放

送
で
あ
る
。
ま
た
新
聞
で
は
日
刊

紙
が
二
十
紙
以
上
あ
り
、
九
歳
以

上
の
香
港
人
の
七
十
一%
以
上
が

こ
れ
ら
を
購
続
し
て
い
る
。
(S

R
H
調
査
m
よ
り
)

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
巌
し
く
規
制

し
て
い
る
国
々
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
政
府
の
代
弁
者
と
な
って
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
市

民
活
動
は
も
っ
と
も
有
効
な
手
段

で
あ
る
。
ビ
デ
オ
は
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
信
頼
せ
ず
、
さ
ら
に
多
く
の

情
報
を
得
た
い
と
望
ん
で
い
る
民

衆
に
対
し
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な

メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る

南
ア
ジ
ア
の
ビ
デ
オ
制
作
者
グ

ル
ー
プ
は
自
分
た
ち
の
作
っ
た

テ
ー
プ
を
売
っ
て
資
金
を
得
て
い

る
。し
か
し
我
々
の
派
手
で
、
政
府

か
ら
の
干
渉
も
最
小
限
に
押
さ
え

ら
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
状
況
は
情

報
市
場
に
対
す
る
幻
想
を
作
り
出

し
て
い
る
。
人
々
は
こ
の
状
況
に

満
足
し
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
は

テ
レ
ビ
ニ
局
で
十
分
な
情
報
を
得

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
、
新
し
い

情
報
を
求
め
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
な
い
。実
際
一九
八
五
年
の
.ブ

ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

リ
ヒ

ュ
ー

ボ
ー
ト
」
の
記
事
に
よ
る

と
、
一般
の
人
々
は
T
V
B
の
中

国
語
放
送
に
満
足
し
て
い
る
。
A

G
B
リ
サ
ー
チ
サ
ー
ヒ
ス
の
結
果

で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ア
ワ
ー
の
テ

レ
ヒ
視
聴
者
の
八
十
%
が
満
足
し

て
い
る
と
い
う
。

政
府
系
の
放
送
局
は
別
と
し

て
、
香
港
の
資
本
主
義
的
な
経
済

シ
ス
テ
ム
と
烈
し
い
メ
デ
ィ
ア
間

の
競
争
に
よ
り
、
民
放
各
社
の
放

送
は
マ
ス
視
聴
者
を
魅
了
す
る
こ

と
の
み
を
追
及
し
て
い
る
。
教
育

番
組
や
情
報
番
組
な
ど
の
人
気
の

低
い
番
組
は
政
府
か
ら
要
請
さ
れ

る
最
小
限
の
時
間
に
お
さ
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
テ
レ
ビ
の
四

つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
(英
語
二
c
h
、

中
国
語
二
c
h
)の
ほ
と
ん
ど
が
、

セ
ン
セ
ー
シ
ョナ
ル
な
メ
ロ
ド
ラ

マ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
の
で
あ
る
。
人
々
の

選
択
肢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
視

聴
者
は
娯
楽
番
組
に
よ
って
慰
め

ら
れ
る
こ
と
を
好
む
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
ビ
デ
オ
に
よ
る
市
民
活
動

の
成
長
を
阻
害
し
て
い
る
理
由
の

一つ
と
な
っ
て
い
る
。

②
物
質
主
義
社
会
で
の
理
想
主
義

の
浪
費
香
港
は
高
度
に
商
業
化
し
た
物

質
主
義
的
社
会
で
あ
る
。
広
告
と

資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
が
、
良
い
生

活
と
は
物
質
的
獲
得
を
意
味
し
、

成
功
と
は
競
争
相
手
を
叩
き
の
め

し
て
社
会
的
地
位
を
上
げ
る
こ
と

だ
と
教
え
て
い
る
。
「良
い
」
生

活
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
、
一

生
懸
命
に
働
き
、
仕
事
を
ひ
と
つ

以
上
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
々

は
考
え
る
時
間
も
ま
た
理
想
主
義

的
な
目
的
冴
遮
行
曇

と
も
思

わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

'書を捨てよ
鴫き

f懸

窒

顯 騨嬢灘

毒
^
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建

肇

箋

雛

、

幾

瞭
哉

轡評
縣

鯉

こ
の
よ
う
な
考
え
方
と
周
囲
に

氾
濫
す
る
物
質
主
義
的
な
誘
惑

は
、
人
々
の
ヒ
デ
オ
活
動
へ
の
参

加
を
さ
ら
に
難
し
く
し
て
い
る
。

ビ
デ
オ

パ
ワ
ー
で
す
ら
、
フ
ル

タ
イ
ム
は
一人
だ
け
で
、
彼
は
普

段
は
結
婚
式
の
ヒ
デ
オ
撮
り
を
し

な
が
ら
N
G
O
の
た
め
に
奉
仕
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

③
政
府
に
よ
る
支
擾
の
欠
如

私
達
は
政
府
か
ら
の
ヒ
デ
オ
制

作
へ
の
支
援
を
期
待
し
て
は
い
な

い
が
、
も
し
政
府
が
こ
の
分
野
に

援
助
を
串
し
出
る
の
で
あ
れ
ば
、

ビ
デ
オ
制
作
活
動
に
と
っ
て
成
長

の
良
き
場
所
を
私
た
ち
は
得
る
こ

と
に
な
る
。

多
分
香
港
の
植
民
地
的
政
治
体

制
の
た
め
に
、
文
化
の
育
成
や
ビ

デ
オ
と
い
った
も
の
は
絶
対
に
配

慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
教
育
分
野
で
は
、
わ
ず
か
二

大
学
だ
け
が
ヒ
デ
オ
制
作
の
カ
リ

ュキ
ュ
ラ
ム
を
持
つ
の
み
で
、
ヒ

デ
オ
教
育
な
ど
小
中
学
校
で
は
ま

っ
た
く
言
及
す
ら
さ
れ
な
い
。
ビ

デ
オ
制
作
者
に
た
い
す
る
基
金
や

奨
学
金
も
な
く
、
政
府
に
よ
る
様

々
な
芸
術
祭
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
も
ビ
デ
オ
は
常
に
除
外
さ
れ
て

い
る
。
わ
ず
か
数
か
月
前
の
第
一

回
香
港
独
立
短
片
コ
ン
ク
ー
ル
で

も
、
政
府
は
ヒ
デ
オ
を
除
外
し
た

と
し
て
批
判
さ
れ
た
。

④
激
し
い
論
争
の
欠
如
と
弱
い
野

党
香
港
で
は
公
の
抗
議
行
動
が
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
中

国
人
の
従
順
な
性
格
と
、
最
近
の

台
湾
の
.¢
う
な
、
社
会
を
テ
ー
マ

と
し
た
激
し
い
論
争
が
欠
如
し
て

い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
台
湾
で
は

民
主
進
歩
党
が
立
法
院
で
の
議
席

数
を
増
や
す
や
い
な
や
、
彼
ら
は

対
決
的
戦
略
を
弛
め
、
ビ
デ
オ
に

よ
る
市
民
活
動
は
四
散
し
て
し
ま

っ
た
。
「グ
リ
ー
ン

チ
ー
ム
」

で
す
ら
活
動
が
鈍
く
な
っ
た
。
徐

々
に
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
人
々

の
生
活
に
関
連
し
た
事
柄
に
関
心

を
移
行
し
て
い
る
。
香
港
で
は
多

く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し
て
、
人

い

滞
識

戸

「

姫

藷

'態

、馨

。

・
墜

膳

、

々
が
不
満
を
菖
う
こ
と
が
で
き
る

が
、野
党
の
数
が
少
な
い
た
め
に
、

活
発
な
論
争
の
環
境
は
生
ま
れ
な

い
◎
私
た
ち
は
圧
力
団
体
は
持
っ

て
い
る
が
、
脆
弱
な
政
党
し
か
持

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
民

衆
が
自
ら
の
社
会
的
問
題
に
つ
い

て
強
い
関
心
を
払
わ
ず
、
ま
た
間

題
視
す
る
団
体
が
人
々
を
動
員
す

る
に
は
あ
ま
り
に
弱
い
立
場
の
場

合
に
は
、
ヒ
デ
オ
に
よ
る
市
民
活

動
を
刺
激
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

将
来

へ
の
展
望

一九
九
七
年
の
中
国
返
還
に
向

け
て
香
港
の
社
会
は
大
き
な
変
化

を
遂
げ
て
い
る
。
あ
る
外
国
資
本

の
会
社
は
既
に
香
港
以
外
に
第
二

の
拠
点
を
設
立
し
て
い
る
。
一方
、

多
く
の
地
元
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
中

国
国
境
沿
い
で
の
彼
ら
の
利
権
を

広
げ
よ
う
と
地
理
的
、
文
化
的
利

点
を
利
用
し
て
い
る
。
経
済
的
な

合
併
は
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

一股
突

々
に
は
、
あ
る
種
の

目
に
見
え
な
い
境
界
線
が
引
か
れ

て
い
る
。
彼
ら
は
中
国
政
府
を
信

,

°

層つ

〆 、1欝識

ビデオをとろ

 

、飛

覗
、灘

離

饗

ぎ

粋　

中

礁
醐

し
て
い
な
い
し
、
残
り
五
年
間
で

自
分
の
い
か
な
る
計
画
も
す
へ
て

終
わ
ら
せ
よ
う
と
望
ん
で
い
る
。

生
活
の
テ
ン
ポ
は
以
前
に
ま
し
て

速
く
な
っ
て
い
る
。
人
々
は
移
住

す
る
た
め
の
お
金
を
得
る
た
め
、

自
分
の
仕
事
に
さ
ら
に
精
を
出
す

の
で
あ
る
。
民
主
主
義
と
自
由
を

さ
ら
に
求
め
る
少
数
の
変
人
の
み

が
、
ま
す
ま
す
影
響
力
を
強
め
て

い
る
中
国
政
府
に
対
し
て
反
対
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
香
港
で
は
一

九
九
一年
の
立
法
評
繊
会
の
直
接

選
挙
以
後
に
、
政
党
政
治
が
発
生

し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
人
々
は
さ

ら
に
政
治
を
醗
じ
、
要
求
を
突
き

付
け
よ
う
と
し
た
D
し
か
し
、
そ

の
期
間
は
短
朗
に
終
わ
っ
た
。
最

近
の
対
中
国
政
府
の
(パ
ッ
テ
ン
)

総
督
に
よ
る
立
法
評
議
会
の
民
主

化
案
は
多
数
の
人
々
の
希
望
を
挫

い
た
。
妥
協
し
な
い
、
無
感
覚
な

中
国
政
府
は
恐
怖
を
呼
び
起
こ

し
、
人
々
は
安
定
と
引
換
え
に
、

民
主
化
へ
の
要
求
を
抑
制
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
ヒ
デ
オ
制
作
者
は
運
営
と
将

来
の
乃
向
に
つ
い
て
の
再
考
を
通

ら
れ
て
い
る
。

人
々
は
民
主
主
義
に
つ
い
て
論

議
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の

で
、
生
活
に
関
心
を
移
し
た
り
、

マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
対
抗
す
る
情

報
を
供
給
す
る
方
法
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。ど
ん
な
事
柄
で
あ
れ
、

す
べ
て
は
い
つ
も
民
主
主
義
に
関

わ
り
の
あ
る
も
の
な
の
だ
が
、
し

か
し
、
家
庭
に
関
係
す
る
話
題
が

常
に
菖
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

実
際
、
労
働
者
や
組
合
は
老
人
や

労
働
者
の
現
状
を
扱
っ
た
ヒ
デ
オ

を
作
る
た
め
に
、
ビ
デ
オ
制
作
者

に
依
頼
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
将

来
、
一、
二
の
ビ
デ
オ
集
団
が
必

要
と
な
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
今
は
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
に
呼
び
掛
け
て
、
自
分
た
ち

の
ヒ
デ
オ
を
制
作
さ
せ
よ
う
と
す

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
中
心
的
課

題
で
あ
る
。

将
来
の
ヒ
デ
オ
市
民
活
動
家
を

強
化
す
る
た
め
に
、
私
達
は
さ
ら

に
多
く
の
人
々
に
ヒ
デ
オ
を
用
い

る
よ
う
に
薦
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
。ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
、

塵
設
の
整
備
な
ど
が
必
要
で
あ

る
。
香
港
芸
術
中
心
(ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
)
は
そ
の
た
め
に
あ
る

の
で
あ
る
。
今
年
四
月
に
第
[回

香
港
自
主
録
像
コ
ン
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
ア
ジ
ア
の
ビ
デ
オ
と
舞
台
芸
術

家
の
活
性
化
の
た
め
の
会
議
も
開

催
さ
れ
る
。
ま
た
香
港
の
人
々
は

オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
ビ
デ
オ
と

演
劇
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

香
港
の
N
G
O
の
た
め
の
ビ
デ
オ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ノ
ブ
も
開
催
さ
れ

る
。ビ
デ
オ
活
動
は
単
に
関
心
の
あ

る
グ
ル
ー
プ
内
の
み
に
、
限
定
さ

れ
な
い
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
抗

す
る
た
め
に
テ
レ
ビ
や
C
A
T
V

も
可
能
な
伝
送
経
略
の
一
つ
と
な

る
だ
ろ
う
し
、
か
つ
ビ
デ
オ
活
動

も
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
さ

ら
に
促
進
さ
れ
よ
う
。
今
年
は
香

港
で
始
め
て
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

局
が
放
送
を
開
始
す
る
。
十
三
人

の
学
識
経
験
者
と
関
心
の
あ
る
市

民
が
香
港
総
督
と
「
ワ
ー
フ

ケ
ー
ブ
ル
」
社
に
対
し
て
、
パ
ブ

リ
ノク

ア
ク
セ
ス
・チ
ャ
ン
ネ

ル
を
設
置
す
る
よ
う
に
請
願
書
を

送
った
。

政
府
は
ビ
デ
オ
活
動
を
促
進
、

ビ
デ
オ
を
文
化
的
な
政
策
の
一貫

に
含
め
、
ビ
デ
オ
制
作
者
に
基
金

を
供
与
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。
ビ
デ
オ
制
作
を
育
成
す
る
た

め
に
ビ
デ
オ
展
や
コ
ン
ク
ー
ル
が

さ
ら
に
多
く
開
催
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
学
校
で
社
会
の
出
来

事
を
説
明
す
る
手
段
と
し
て
、
ビ

デ
オ
が
教
材
と
し
て
使
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

香
港
で
は
ビ
デ
オ
が
社
会
的
ア

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
や
っ
と
使
わ
れ

だ
し
、
私
た
ち
が
も
っ
と
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
も
多
い
。
た
ζ
λ
ぱ
台

湾
や
ニ
ュー
ヨ
ー
ク
、
東
京
の
よ

う
な
都
会
で
は
、
香
港
に
類
似
す

る
構
造
や
生
活
様
式
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
学
ぶ
こ
と
は
私
た
ち
に
と

っ
て
は
、
よ
い
ケ
ー
ス

ス
タ
デ

ィ
と
な
る
に
違
い
な
い
。香
港
の
、

り

1幡

の よ
入
学
者
(以
下
「論
文
」)
は
英

-
書

語
(な
い
し
外
国
語
)
と
数
学
が

酷
鞭
糠
鰹

黙

ケ

翻

↓

経
済
学
部
で
は
、
一
九
八

八
年
度
よ
り
入
学
試
験
に
い

わ
ゆ
る

「諭
文
入
試
」
を
導

入
し
て
い
る
。
初
期
に
入
学

し
て
き
た
学
生
は
、
す
で
に

大
半
が
社
会
人
に
な
っ
て
い

る
一
方
で
、
来
年
度
も
前
期

日
程
で
五
十
人
が
募
集
さ
れ

て
い
る
。
一
応
定
着
し
た
感

の
あ
る
、
こ
の
ー
ス
テ
ム
の

成
■景
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と

め
た
冊
子
が
こ
の
ほ
ど
公
衰

さ
れ
た
の
で
、
紹
介
し
て
み

た
い
Q

好きな科目 得意科目 不得意科目

科目名 論文 一般 論文 一般 論文 一般

英 語 19.0 30.1 31.4 44.1 27.9 15.9

数 学 22.3 39.8 21.5 43.2 48.4 28.3

国 語 3L4 14.2 52.1 23.7 10.7 38.1

理 科 21.5 12.4 182 7.6 484 44.2

社 会 56.2 53.1 446 44.1 13.1 14.2

その他 13.2 11.5 9.1 5.1 8.2 88

翻
"

るア ン

二
つ
の
異
な
る
入
試
制
度
に
よ

り
、
学
生
の
タ
イ
プ
は
明
確
に
分

か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「論
文
入
試
調
査
蚕
員
会
」
の

調
査
に
よ
る
と
、
幾
つ
か
の
点
で

統
計
的
な
有
意
差
が
認
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

成
績
に
つ
い
て
は
、
論
文
入
試

こ
こ
で
、
い
か
な
る
「尺
度
」

で
優
劣
を
考
え
る
か
が
問
題
に
な

る
。
貝
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

物
差
し
は

「大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
」
の
点
数
に
加
え
て

語
学

に
つ
い
て
は
入
学
後
の
取
得
単
位

数
も
比
較
の
材
料
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
単
位
の
数
を
学

力
の
目
安
に
す
る
の
は
、
(冊
子

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
)

学
生
の
「単
位
」
に
対
す
る
こ
だ

二
十
万
以
上
の
ホ
ー
ム

ビ
デ

オ
カ
メ
ラ

ユ
ー
ザ
ー
と
、
比

べ
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
上
で
の
有

利
さ
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
ビ
デ

▲高校時の教科に関する設問(単 位%)

オ
に
よ
る
市
民
活
動
は
最
終
的

に
こ
の
地
域
で
根
を
張
る
こ
と

で
あ
る
つ
。

く
読
書
に
対
す
る
自
己
評
価
を
求
め
る
股
間

(単
位
%
)

「総
合
力
と
想
像
力
を
求
め
て
」

と
題
さ
れ
た
こ
の
冊
子
を
作
成
し

た
の
は
、
経
済
学
部
の
八
人
の
教

官
か
ら
な
る
、
「論
文
入
試
調
査

委
員
会
」
(代
表

尾
崎
芳
治
教

授
)。昨年
の
四
月
に
調
査
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
玉
今
年

の
三
月
初
旬
に
経
済
学
部
教
官
に

よ
る
総
括
の
座
談
会
が
行
われ
る

ま
で
、
ほ
ぼ
一年
を
か
け
て
か
な

り
広
範
な
調
査
や
討
論
が
行
わ
れ

た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
学
生
の
調

査
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

作
成
の
後
に
論
文
入
試
入
学
者
と

一
般
入
試
入
学
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に

ア
ン
ケ
ー
kを
実
施
す
る
と
と
も

に
、
成
績
の
遇
跡
調
査
も
併
せ
て

行
った
。

一方
、
座
談
会
に
つ
い
て
は
、

論
文
入
試
入
学
者
と
論
文
入
試
出

身
大
学
院
進
学
者
と
で
そ
れ
ぞ
れ

二
月
に
実
施
。
こ
の
ほ
か
、
高
校

の
進
鴇

担
当
者
や
孟
覆
の

論
文
試
験
担
当
者
と
の
座
談
会

も
、
一月
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
冊
子
に
は
、
部
分
的
に
は
そ

の
時
の
意
見
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

も
の
璽

躊

会
全
般
の
内
容
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い

な
い
。
ζ
の
点
に
つ
い
て
、
調
査

委
員
の
一人
で
あ
る
岡
田
知
弘
助

教
授
は
、
本
紙
の
取
材
に
対
し
、

「知
る
人
ど
知
ら
な
い
人
と
の
間

で
入
試
に
不
公
平
感
が
生
U
る
の

を
防
ぐ
た
め
、
座
談
会
の
内
容
の

出

口

、

警

駐

,輯凶
旧
旧

わ
り
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
大
き

す
い
の
で
、
あ
ま
り
当
て
に
は
な
ら

m
関

な
い
.

一
b`

そ
れ
よ
り
も
、
学
生
自
身
が
意

識
す
る
「得
意
科
日に
と
「不
得

-顯

鞭
難

胤
鳳
論

,総

鄭

ー

あらわー

とし

済経

詳
細
は
、
部
外
に
は
知
ら
せ
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い

る
。今
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
箔
果
な

ど
、
冊
子
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

へ

か
ら
調
査
結
果
を
う
か
が
い
知
る

し
か
な
い
。
*

*

*

そ
も
そ
も
論
文
入
試
零

入
す

る
こ
と
に
し
た
目
的
は
、
「基
礎

的
な
素
養
を
身
に
つ
け
、
か
つ
創

造
的
で
論
理
的
な
思
考
力
を
有
す

る
自
主
的
な
学
習
意
欲
に
燃
え
る

学
生
を
迎
え
入
れ
る
」
(冊
子
一

頁
V
こ
と
に
あ
っ
た
。

文
」
で
は
「英
数
嫌
い
の
国
語
好

き
緊

「
一般
」
で
は
「国
語
嫌
い

の
英
数
好
き
」
と
、
有
意
差
が
は

っ
き
り
出
て
い
る
。

て
は
、
論
文
入
学
者
は
「
一般
」

に
比
べ
て
醗
轡
を
好
み
、
実
際
に

多
く
の
本
を
読
ん
で
い
る
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
小
学
生
の
時
分
か
ら
「論

文
」
は
す
で
に
コ
般
」
よ
り
も

読
書
量
で
差
が
見
ら
れ
る
が
、
高

校
時
代
に
本
を
「よ
く
読
ん
だ
」

と
回
答
し
た
学
生
は
、
「論
文
」

で
五
四

八
パ
ー
セ
ン
ト
、
コ

般
」で
一三

一パ
ー
セ
ン
ト
と
、

そ
の
差
は
明
瞭
で
あ
る
。

ζ
う
し
た
傾
向
は
、
受
験
の
際

に
論
文
入
試
を
選
ん
だ
理
由
に
も

は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

「論
文
を
書
く
こ
と
、
文
章
を
読

ん
だ
り
、
考
え
る
こ
と
が
得
意
」

と
τる
も
の
が
、
全
体
の
約
半
数

に
及
び
、
「魅
力
の
あ
る
試
験
制

度

試
験
内
容
。
有
意
義
な
勉
強

よく読む

好き

まあまあ読む
まあまあ好き

あまり読まない
まあ嫌い

読まない

嫌い

年 代 論文 一般 諭文 臓 論文 一般 論文 一般

小学校 64.5 467 18.5 18.9 137 279 32 66

中学校 563 18.9 159 38.5 22.2 303 56 123

高 校 548 131 270 295 14.3 467 40 107

大 学 336 164 42.4 40.2 208 377 32 5ア

読書が好きか η8 344 198 541 24 98 0 16

 

が
で
き
る
」
と
ず
る
も
の
も
、
全

体
の
三
剛
を
占
め
て
い
る
。
読
書

好
き
で
文
章
を
書
く
の
が
得
意
な

受
験
生
に
は
、
一
応
歓
迎
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

*

*

*

論
文
入
試
入
学
者
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
際
立
っ
た
特
徴
が
見
い

だ
せ
る
。

入
学
の
前
後
を
問
わ
ず
、
「論

論文入試継続の声は高く
意外と根強い偏差値信仰

 

文
」
で
は
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
た
こ
と
の
あ
る

(あ
る
い

は
し
て
い
る
)
学
生
の
割
合
が
、

「
一般
」
に
比
べ
て
高
い
。

ま

た
勉
学
意
欲
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ミ

の
出
席
状
況
で
は
特
に
差
は
な
い

が
、
卒
論
(注

経
済
学
部
の
卒

論
は
選
択
制
)の
執
筆
意
志
で
は
、

明
確
な
有
意
差
が
認
め
ら
れ
る
。

論
文
入
試
入
学
者
は
、
卒
業
時
に

も
諭
文
を
看
き
た
い
冴テ
る
人
が

「
一般
」よ
り
も
多
い
(た
だ
し
、

途
中
で
断
念
し
た
り
、
題
目
登
録

を
忘
れ
る
学
生
も
多
い
と
い
う
)。

各
調
査
項
目
と
も
、全
般
に
「論

文
」
は
コ
般
」
よ
り
も
ぱ
ら
つ

き
が
大
き
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

成
績
に
つ
い
て
も
同
様
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
絶
果
を

勘
案
す
る
と
、
「論
文
」
に
は
優

秀
な
学
生
も
い
る
し
、
個
性
的
な

人
も
多
い
、
と
判
断
さ
れ
る
。
そ

の
上
で
、
「調
査
委
員
会
」
は
、

以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い

る
。「『基
礎
的
な
素
養
を
身
に
つ
け
、

か
つ
創
遺
的
で
論
理
的
な
思
考
力

を
有
す
る
自
主
的
な
学
習
意
欲
に

燃
垂

蕪

抜
し
、
様
々

な
経
歴
と
能
力
を
も
つ
学
生
集
団

を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
って
学
部

教
育
の
活
性
化

高
度
化
を
図

り
、
あ
わ
せ
て
大
学
院
教
育
高
度

化
へ
と
繋
げ
て
い
く
と
い
う
所
期

の
目
的
は
基
本
的
に
は
ほ
ぼ
達
成

さ
れ
て
い
る
」
(冊
子
二
頁
)。

さ
ら
に
は
、
次
の
よ
う
な
野
心

的
な
見
通
し
も
示
さ
れ
て
い
る
。

「し
か
も
、
こ
の
点
は
、
ひ
と
り

本
学
部
に
留
ま
ら
ず
、
京
都
大
学

お
よ
び
日
本
の
大
学
入
試
の
あ
り

方
、
ひ
い
て
は
初
等
中
等
教
育
を

含
む
受
験
体
制
全
般
に
対
し
て

も
、
重
要
な
意
味
を
有
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
」
(同
)。

*

*

*

こ
う
し
て
み
る
と
、
論
文
入
試

は
い
い
こ
と
ず
く
め
で
あ
る
3
調

査
蚕
員
会
」
よ
る
と
、
高
校
や
予

備
校
の
関
係
者
の
間
で
も
、
論
文

入
試
を
続
行
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
が
強
か
っ
た
と
い
う
(冊
子

九
一頁
)。

だ
が
、
手
放
し
で
喜
ん
で
も
い

ら
れ
な
い
。

一般
入
試
入
学
者
の
中
に
は
、

論
文
入
試
入
学
者
の
個
性
的
能
力

に
敬
意
を
表
す
る
一方
で
、
論
文

入
試
入
学
者
の
学
力
の
な
さ
を
馬

鹿
に
す
る
風
潮
も
、
一部
で
見
受

け
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

英
語
や
数
学
(近
代
経
済
学
に

は
必
要
/
な
の
か
な

)
が
苦
手

と
す
れ
ば
、
確
か
に
学
習
遂
行
の

上
で
様
々
な
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
吊
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
二
段
階
選
抜
(い
わ

ゆ
る
「足
切
り
」)
を
通
過
し
た

わ
け
で
あ
る
し
、
さ
ほ
ど
卑
下
す

る
必
要
も
な
い
の
で
は

と
思
え

る
が
、
現
実
に
は
こ
の
こ
と
で
卑

屈
に
な
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
コ
般
」
「論
文
」

の
双
方
で
、
偏
差
値
信
仰
が
根
強

い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

ま
た
、
の
べ
八
時
間
に
及
ぶ
、

他
に
例
の
な
い
入
試
形
態
が
京
大

経
済
学
部
だ
け
で
続
く
こ
と
が
、

果
た
し
て
望
ま
し
い
こ
と
な
の

か
、
疑
問
の
余
地
は
残
る
。
読
書

好
き
の
学
生
に
向
い
て
い
る
制
度

だ
と
い
っ
て
も
、
読
書
の
内
容
が

文
学
書
に
偏
っ
て
い
た
た
め
に
、

経
済
学
部
の
授
業
に
興
味
を
見
い

だ
せ
な
い
と
い
う
、
か
な
り
深
刻

な
問
題
が
現
実
に
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
間
題
を
回
避
す
る
に

は
、
や
は
り
他
大
学
他
学
部
で
も

同
様
の
選
抜
方
法
を
採
用
し
て
い

た
だ
く
し
か
あ
る
ま
い
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
の
冊

子
の
作
成
に
か
か
る
手
間
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
(費
用
に
つ
い
て
は

文
部
省
の
教
育
方
法
等
改
善
経
費

に
よ
る
助
成
を
受
け
た
そ
う
で
あ

る
)、
こ
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な

入
学
試
験
を
毎
年
実
施
す
る
こ
と

自
体
、
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費

や
す
こ
と
で
あ
る
。
経
済
学
部
の

教
官
の
こ
苦
男
に
は
、
臨
直
に
敬

意
を
表
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

入
試
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
は
ず
だ

が
、
入
試
批
判
を
す
る
に
も
、
今

後
は
よ
り
周
到
な
作
業
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
を

強
く
し
た
次
第
で
あ
る
。

(餅
)

論文 一般

必ず書きたい 184 5.8

で きれば書きたい 33.3 209

できれば書きたくない 172 419

絶対書きたくない 69 186

どち らともいえない 23.1 116

その他 11 12

▲卒 諭を書 く 「窟志」 を尋ねた設問(単 位%)
■
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